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沿　　革 

新潟県小学校教員互助会創立

創立記念日

事務所を新潟市東中通１番町86番地
の現在地に新築移転した。
社団法人新潟県教員互助会

大日本教育会新潟県支部厚生財団と
称し、財団法人に変更した。

新潟県教職員厚生財団

財団法人を
冠

創立40周年記念

事務所再建竣工

創立50周年記念式典
財団法人新潟県教職員厚生財団50年
史

創立60周年・保険部創設40周年記念
式典を挙行

厚生財団創立70周年・保険部創設50
周年記念式典を挙行

厚生財団創立80周年記念式典挙行

財団創立90周年記念式典を挙行
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厚生財団厚生財団のの新シンボルマーク新シンボルマークがが決定しました！決定しました！

平成25年1月25日に迎える創立百周年を記念した新シンボルマーク募集に
たくさんのご応募をいただき、誠にありがとうございました。

応募は現職団員・継続団員を併せた164人から全248点の作品が寄せられ、
厳正な審査をさせていただいた結果、

最優秀賞に上越市立牧中学校 田中 美和子 様の作品が選ばれました。

最優秀賞のマークは厚生財団の新しいシンボルマークとして商標登録し、
ホームページや刊行物、記念品など、

今後展開していく事業の中で幅広く活用していきます。

○応募者への報賞は12月中に各所属所のご本人様宛へお送りさせていただきました。入賞作品以外の応募者全員へ差
し上げる３千円または１千円の図書カードは、発送をもって発表に代えさせていただきます。

☆シンボルマーク採用作品

10万円旅行券贈呈
上越市立牧中学校　田中　美和子　様
　団員の結束と信頼でつなぐ相互扶助の観点から、固
く結ばれたリボンの形をイメージしています。
　また厚生の「Ｋ」、財団の「Ｚ」を示すと同時に、
厚生財団のこれまでの歴史と今後の100年を、未来へ
とつながる道、上り階段として表現しています。

最優秀賞

優秀賞
５万円旅行券贈呈

佐渡市立内海府中学校
加藤　雄一郎　様

新潟市立曽野木中学校
星　　伸二　様

創立百周年記念事業創立百周年記念事業 財団マーク制定事業

３万円旅行券贈呈

新潟県立栃尾高等学校
中村　　信　様

新潟市立西川中学校
岩方　綾那　様

長岡市立栖吉小学校
佐々木　潤　様

佳作賞
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平成
24年度「新潟県民のための教育・文化活動」助成事業

　厚生財団では新潟県民のための教育・文化活動への支援として、県内の教育振興団体や一般の地域
住民、子どもたちが参加する事業などに助成を行っています。今年度これまでに助成した団体及び事
業をお知らせいたします。

【助成内訳】
１．団体助成 …………………………………………………………………………………………………… 26団体　760万円
２．事業助成
　①普通事業助成
　　ァ. 財団が後援又は財団支部が主催・共催・後援する事業 ……………… 12事業　120万円
　　ィ. 伝統文化芸術・サークル活動等 ……………………………………………………… 88団体　380万円
　　ゥ. 研究指定校・研究物発刊団体等 ……………………………………………………… 15団体　105万円
　②特別事業助成　……………………………………………………………………………………………… 6事業　535万円
◇協　 賛◇ …………………………………………………………………………………………………………………………100万円
　いじめ根絶にいがた県民会議  平成24年度「深めよう  絆  県民運動」 

総額　2,0002,000万円万円　（平成24年12月末現在）

【活動紹介】

■事業報告■

継続団員連絡会
●開催日／会場／参加者数
上越地区 ㈬ 

中越地区 ㈬ 

下越地区 ㈮ 

佐渡地区 ㈮

総参加者数　1,141名

ご参加いただきました継続団員の皆様に
感謝申し上げます

小千谷東山  牛の角突きを学ぶ会
小千谷市立東山小学校

（闘牛活動）

ヲミワケ太鼓
燕市立島上小学校

（分水祭りでの披露）



5

アクセスは財団ホームページ（URL http://www.koseizaidan.or.jp）から
パソコンやスマートフォンから利用できます。(※1)
SSL証明（※2）に対応して安心です。
※1 ご利用環境によって当システムをご利用できない場合がありますのでご注意ください。（詳しくはログイン画面の“ご利用環境”を参照してください。）
※2 主に電子商取引などで一般化しつつあるデータを暗号化して送受信を行う技術の総称です。

団員マイページのお知らせ
払込金･残高明細書の照会等にご利用ください

現職団員の皆様へ

払込金･残高明細書は2ヵ年度分まで照会が可能
書式の作成ができて簡単

１.団員情報

２.払込残高明細書

３.明細書送付設定

４.Web申請書

団員マイページメニュー

このシステムは現職団員の方のみを対象に始めさせていただきましたので、継続団員の方はご利用できません。

平成25年1月から明細書の送付を
停止させていただきました。

　個人情報保護の強化と送料を含む事務負担軽減のために１月分から明細書を送付いたしませ
んので、払込金・残高の確認は団員マイページからお願いします。

　明細書は停止しても普通厚生費繰り入れ後の積立金残高をお知らせするために、4月に限り
全団員へ送付いたします。毎月明細書を必要とする団員は、団員マイページの明細書送付設定
を“送付する”に変更してください。

払込金・残高明細書
ペーパーレス化

お名前・所属などの基本情報を表示
住所登録やパスワード変更はこちらから

お名前、所属やコードのほか、金融機関を
登録することで書式に反映

例月およびボーナス払いの明細書表示

明細書送付設定の変更。初期設定は“送付しない”

積立金明細書の提出をお願いします積立金明細書の提出をお願いします

［提出期限］　財団係宛提出　2月　6日（水）　
 厚生財団着　2月12日（火）　

積 立 月額 変 更 /3 月～
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■□■退団手続きと継続団員加入の申込み■□■

提出書類　…「厚生資金積立金払戻請求書（兼継続団員申込書）」
提出期限　…　平成25年3月26日（火）まで

団員マイページの「Web申請書」なら書類作成が簡単です！
　[手順]   団員マイページにログイン→メニュー「Web申請書」→
　　　　 厚生資金積立に関する書式「厚生資金積立金払戻請求書（兼継続団員申込書）」をクリック！

年度末退職の手続き 忘れずに
手続きを
お 願 い
します！

パソコン
から！

入　力 確　認 申　請

プリント
アウト！

スマホ
から！

下記の赤枠①②③に記入・
押印し、郵送してください

厚生資金積立金払戻金の送金日
平成25年4月30日（火）

※入力した内容が反映されて記入の手間が少なくなります

退職を祝う会への招待

①

②

③

aa　　 退職後の住所など必須 退職後の住所など必須
項目を入力します。項目を入力します。

bb　　 入力した内容に修正が 入力した内容に修正が
ないか確認します。ないか確認します。

クリック！クリック！

ｃｃ　　 申請が完了したら、　 申請が完了したら、　
書類を印刷します。書類を印刷します。

クリック！クリック！

クリック！クリック！

★お知らせ
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各種払込金の照会をするには団員マイページ！
新潟県教職員厚生財団新潟県教職員厚生財団員厚生財団員厚生財団 検索検索 団員マイページにログイン→メニュー「払込残高明細書」

パスワードをお忘れの場合は厚生財団までご連絡ください。

本年もよろしくお願いいたします。本年もよろしくお願いいたします。

入学資金　入学許可を証する書類
学 資 金　在学証明書

監査法人の確認調査を行います

就学祝金に関するお知らせ

新シリーズ連載のお知らせ

○添付書類は？

入学資金

学 資 金

入学決定後から入学決定後から

在学中いつでも在学中いつでも

○申込時期は？
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それは弥生期から始まった

　縄文期の新潟県域は、ヒスイ加工の高い技術や

火焔土器の豊かな文化など独自性の高い地域で

あった。 

　しかし、弥生期になり稲作文化が広がる中、近

畿地方の勢力が新潟県域を押さえることになる。

　平安期には多くの荘園が置かれ、11世紀後半、

下越地方の荘園は東北に出自をもつ城氏の支配を

受ける。やがて城氏は、京都の平氏政権から越後

守に任ぜられ、名実共に越後の支配者となる。

中世の支配者は関東武士

　平家方の城氏が源頼朝に敗れると、越後では守

護として頼朝の側近佐々木盛綱（近江国）が任命

される。その後、北条政権になり、執権北條義時

（伊豆国・静岡）が越後守護を兼務する。さらに、

義時の子・名越朝時が守護となり、越後一国支配

は世襲化する。一方、佐渡国は、伊豆国出身の大

仏宣時が守護となり、その子孫が世襲する。

　守護は鎌倉に居住し、地頭が越後に住んで国所

有の「保」や貴族・寺所有の「荘園」を支配した。

頸城郡の青木保は武蔵国（東京）の小代氏、魚沼

郡の妻有荘は上野国（群馬）の新田氏、蒲原郡の

奥山荘は相模国（神奈川）の三浦和田氏、岩船郡

荒川保は相模国の河村氏などの支配を受ける。

　室町期、足利尊氏の従兄弟で下野国（栃木）出

身の上杉憲顕が守護に任命され、尊氏の重臣で相

模国出身の長尾氏が守護代に任命される。長尾氏

は景虎の代に関東管領・上杉氏を継ぎ、景虎は上

杉謙信として越後一

国支配を許され、戦

国大名の道を歩む。

越後人の典型と見ら

れる謙信にしても元

をただせば出自は相

模国長尾庄である。

　中世は、頼朝や北

条氏、足利氏の出身

地の関東武士が新潟

県域を支配したので

ある。

近世の支配者は三河・尾張・美濃大名

　近世になり上杉氏が会津に移されると、美濃国

（岐阜）の堀秀治が高田に入り、補佐として新発

田に尾張国（愛知）の溝口秀勝、村上に信濃国（長

野）の村上頼勝を配し、越後一国を支配する。

　江戸期、徳川家康は堀氏を改易し自分の六男松

平忠輝を高田に移す。しかし、軍律を乱した忠輝

を廃すると越後を分割し、長岡へ堀直竒（尾張国）、

高田へ酒井家次（三河国・愛知）、三条へ市橋長

勝（美濃国）、長峰（旧吉川町）へ牧野忠成（三

河国）等を異動させる。

　その後も、越後諸藩は、多くの改易・転封を繰

り返し、結局、明治元年まで継続した藩は、高田、

長岡、新発田、村上、村松、与板、三根山、椎谷、

黒川、三日市、糸魚川の 11 藩であった。明治ま

で続いた藩も途中で改易・転封された藩も、藩主

の出自は多くが現在の愛知県や岐阜県である。

　近世は、織田信長、豊臣秀吉、徳川家康の出身

地の大名が新潟県域を支配したのである。

近代の支配者は薩長土肥の県令・県知事

　近代になると、明治政府は新潟県に県令・県知

事を任命する。初代県令は平松時厚（京都）、2

代楠本正隆（肥前）、3代永山盛輝（薩摩）、4代

篠崎五郎（薩摩）5代千田貞暁（薩摩）、6代籠

手田安定（肥前）……。明治政権下、県令・知事

の多くは、官軍である薩摩・長州・土佐・肥前藩

出身の官員である。

　新潟県が郷土出身の知事をもつのは、昭和 22

年の民選知事・岡田正平を待たなければならない。

そして現在

　これだけ人々の移動が激しく、グローバル化す

る現代において、どこの県の出身者が権力を取る

かなどという議論は、既に意味を失っている。

　しかし、そういう時代であるがゆえに私たちは

自覚しなければならない。新潟県民が、県内・全

国・全世界で活躍する力を身に付け、名誉ある地

位を占めることができるかどうかは、まさに新潟

県でどのような教育がなされたかに尽きるという

ことを。

参考文献　『知っておきたい新潟県の歴史』 田村裕　伊藤充　新潟日報事業社

新
潟
県
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史
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ー
ズ

上杉謙信は相模人？　上越市立大手町小学校所蔵
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